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概要

一橋大学情報処理センター (２００３年 4月より総合情報処理センターに改組された。) では１９８８年から電

子メール、電子掲示板、電子的なレポート提出システムなどを構築し、運営を行ってきた。最近の情報教育は

教材を web上に用意し学生に自由に利用させることが一般的になっており、本学でも総合情報処理センター利

用授業はほとんどがその形態となっている。２０００年度よりはコンピュータリテラシー教育が始まり新入生

のほとんど全員が履修している [1]。これは大学の講義としてよりも講習会的実習の時間が多く自学自習教材が

適切に利用でき、e-Learningソフトウェアシステムの利用実験に最適で効果がわかりやすい。そこで教材をイ

ンタラクティブにウェブ上で利用することを可能にする e-Learningシステムを導入し、有効性や、運用上の問

題などについて、主にコンピュータリテラシー教育上で研究を行ってきた。またコンピュータリテラシー教材

の開発を、アプリケーションの原理・基本概念の理解・習得を目指して行い、実際の授業で利用している。本

稿では、現在稼動している e-Learningシステム (WebClass)の導入の経緯を紹介し、さらに情報リテラシー授

業などで利用した事例を通して、e-LearningシステムとしてのWebClassの評価を行う。教育改善、システム

運用上の問題などについて述べ、授業実践とシステム評価に加え、将来の構想を含めて報告する。

1 はじめに

本学では１９８８年当時から、情報教育のサ

ポートを目的として、授業支援のために電子

メール、電子掲示板、電子的なレポート提出シ

ステムなどを構築し、運営を行ってきた。この

ようなシステム形態の延長として e-Learning

システムを導入した経緯から、現在の利用方法

も資料の配布やレポートのやりとり等が中心と

なっている。これまで様々な授業支援システム

を使用してきたが、どのシステムにも使い勝手

などで満足できない点が存在した。その後、世

の中が e-Learning の方向に動き出し、いくつ

か製品が出てきたことで、e-Learningシステム

を導入する検討を始めた。当時入手可能であっ

た、InternetNavigware、NetTutor、WebCTと

WebClass について比較検討し、サービスを開
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始するまでの手間や教材作成などの操作性等の

面から、最終的にWebClassを選択した。

このシステムの導入により、ユーザは時間と

場所にしばられず、ネットワーク接続されたパ

ソコンから、適当な webブラウザによってサー

バにアクセス可能となった。またこのシステム

で利用可能なコンピュータリテラシー教材の開

発を、アプリケーションの原理・基本概念の理

解・習得を目指して行い、実際の授業に利用し

ている。

本稿では、現在稼動している e-Learningシス

テム (WebClass) の導入の経緯を紹介し、実際

に情報リテラシー授業などで利用した事例を通

して、e-LearningシステムとしてのWebClass

の評価を行う。教育改善、システム運用上の問

題などについて述べ、授業実践とシステム評価

に加え、将来の構想を含めて報告する。



2 システムの導入と評価

2.1 システムの導入

情報処理センターでは１９９９年より、Telec-

ture（図 1）という授業支援システムを導入し提

供していた。これは、授業単位に学生を登録し、

図 1 Telecture

出欠管理、教材配布、レポート提出等を行うこ

とができた。しかし、学生を授業ごとに登録す

る煩雑さと、操作性など物足りない部分があり

余り利用されなかった。１９９９年情報教育棟

が新設され、演習室（各室 PC41台）４室と共

同利用室（各室 PC１０台）２室が整備された。

また授業支援としては各演習室に教材提示装置

を備え、2 台に 1 台設置したモニターに教師用

PC、VHSビデオ、OHCを表示できるようにし

た。２０００年度、コンピュータリテラシーの

授業を開始するに当たり、４演習室あるうちの

2 室は、1 室の映像と音声をもう同時に 1 室に

流すことができるように改造し、2 室同時（80

名）の授業を開始した。しかし、2 名の TA の

補助を得てといえども 2つの部屋を 1名の教官

が授業を行うのはかなりの困難を伴う。そこで

講義に頼らず、学生が主体的に学ぶことのでき

る e-Learningシステムの導入を計画した。

２００１年当時 e-Learning ソフトウェアシ

ステムは多数出てきており、その基本的な機能

は、学習者管理、教材管理、教材作成支援のオー

サリングツール、成績管理といったもので、さ

らに掲示板機能、チャット、コースウェア的な

ものまで含めているソフトも多い。多くのソフ

トは大学関係者すべてに対し、教育研究活動に

必要なすべての情報やサービスを提供する web

サイト、すなわちキャンパスポータルを目指し

ているように思われたが、ここでは基本的な機

能を中心に選択し実際に利用することで今後の

展望をみることとした。

はじめに、情報倫理コンテンツを含めてWin-

dowsNT マシンにインストールされている Net

Tutor を１ヶ月試用し学生の反応を調べた。こ

れについては、参考文献 [2] に簡単な報告があ

る。次に情報処理センターの共用 Unix サーバ

図 2 Internet Navigware6.0

に Internet Navigware6.0（図 2）を導入し試用



した。ここでは教材作成ソフトおよび成績管理

ソフトなどをインストールした教材作成用 PC

を準備し教材を作成し授業で利用できるように

した。

翌２００２年にWebClass（DebianLinux）を

試用し、２００３年３月には、WebClass（図 3）

を導入し本格運用に入った。

図 3 WebClass

なお２００３年レンタルシステムリプレース

時には、演習室を再び改造し、二人がけの特注

机と椅子、プロジェクター設置などで、４０名

定員を６０人定員とし１室で授業を行うように

している。

2.2 システムの評価

Net Tutorの情報倫理コンテンツは良くでき

ていて学生の評判も良かったが、わずか１ヶ月

のうちに NT のセキュリティホールから web

ページが改竄されてしまった。情報処理セン

ターでは NTをサーバとしてインターネットで

公開する予定はなく、将来 apache 対応になる

という事でもあり、講義での試用は見合わせた。

Internet Navigware6.0は apacheサーバを採

用していたが、ユーザのパスワード変更時に

Get メソッドを利用しているためアクセスロ

グにパスワードが残ってしまうという事実が

判明した。イントラネットのみで利用するわけ

ではなく遠隔授業も考えているので、これでは

採用しがたかったが、当時は付与したパスワー

ドを配り、変更はしないようにして運用するこ

ととした。教材作成上の手間もかなりかかり、

HTML コンテンツをそのまま登録できるよう

な機能が望まれた。また教材をアップデートす

る際の手順が煩雑で改良の余地が見られた。何

よりも、教材作成、成績管理に専用ソフトを導

入する必要があり、非常勤による多数の講義に

対応するには不向きだった。

webCT はテストユーザとして利用してみた

が、機能が豊富で、HTMLコンテンツをそのま

ま教材として載せられるなどシステムとして大

変よくできていると感じた。そこで導入を検討

したが、日本語化が未だできていなかったこと

や、当時はキャンパスポータル的利用までは考

えていなかったこと、またインストールと運用

管理の人的資源の不足から試用も見送った。

WebClass について試用後、次のような点か

ら導入を決定した。

• 認証サーバ（NIS、LDAP)を利用できる

ので学生を登録する手間がかからない。

• 教材作成が簡単で、専用ソフトが不要で
ある。

• 適当なWeb ブラウザでどこから（SSL)

でもアクセスできる。

• 運用保守（バックアップ、アップデート、
セキュリティなど）のサポートがしっか

りしている。

実際に１年間利用した間、システムダウンはこ

の５月に１度だけあったが、すみやかに対応さ

れた。WebClass は PostgreSQL を利用してい

るが、頻繁に更新されるテーブルのサイズが大

きくなりWebClassのセッション情報を管理す

るテーブルがゴミデータによって肥大化したた

め、アクセスが集中した際に PostgreSQLが落

ちたと考えられている。データベースを再構築

することで、再構築前は DB サイズが全体で



580MB あったものが 170MB にまで小さくな

り問題なく動作するようになった。他のシステ

ム同様、細かいトラブルが発見されたり、また

新しい要望にも対応されることもあり、日々、

アップデートされて使いやすくなりつつある。

なお総合情報処理センターでは学外に公開で

きる、個人向けWebページは提供していない。

教官にとってはWordや Excel、HTMLファイ

ルなどをそのまま教材作成にアップロードでき

るので、html の知識を身につけて自分でWeb

ページを作成しなくても、教材配布に用いるこ

とができ、便利に使われている。

3 WebClassについて

3.1 利用状況

２００３年４月の導入後、教材作成の講習会

(３７名参加）を開き、徐々に利用者が増えてき

ている。２００３年度の利用状況は次のように

なっている。

• 登録グループ数　４０個（他にモニター
教材５、センター利用グループなど６）

• 利用ユーザ数　１、６３９人
• 総ログイン数　３５、６８２回（ログア
ウトしていないで時間のログがないデー

タを２９、１４１回含む）

• 学外からのログイン数　１５、８８２回
（全体の４４．５％にあたる）

• 利用延べ時間　約１、５７０時間（６５
４１回での総和）

利用延べ時間は、ログインしたユーザの 2割以

下しかきちんとログアウトしていないので 5倍

程度になるかと考えられる。この点は授業内で

の指導が必要であろう。一人平均２０回程度ロ

グインし、１回当たりは平均１４．４分となる。

学外からのログインが半分近くあり、ログイン

した時間（図 4）を見ると、時間と場所にしばら

れず利用している事があきらかである。

２００４年４月のバージョンアップ後の教材

作成の講習会は２回行い、あわせて 40 名程度
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図 4 ログイン数/時

で、法学研究科や商学研究科などの、教官の参

加がめだった。７月現在、WebClass には半期

分で 60の講義用グループが登録されており、利

用者は述べ２、３３１名に上る。（表 1)のよう

に情報教育関連以外の教員の利用が増えてきて

いる。授業利用での主な利用方法は、学生の予

表 1 グループ数

情報関係 19

言語社会研究科 5

法学研究科 12

経済学研究科 5

商学研究科 8

その他 11

習復習を期待した教材の配布、小テスト、レポー

ト提出、学生の出欠管理である。教員は、教材

の配付を行うことで、e-Learningシステムに触

れる機会になり、小テストやアンケート等へと

活用範囲が広がっている。学生は、講義前に自

宅で資料を閲覧、印刷し授業に持参できるため、

大人数の授業に効果的である。WebClass 導入

後の授業を従来の「一方的な講義とテストの組

み合わせ」という授業形態と比較すると、教員

側の作業 (教材作成や、学生へのレスポンス作

業など) は増加する傾向があるが、よりきめの



細かい指導が可能となっている。単に自宅から

学習できるだけでなく、小テストやレポート提

出などの期限付き課題と教室での講義をうまく

組み合わせ、授業を補完する形で e-Learningを

利用することが重要と考えられる。

また学外からアクセスすることを可能にして

いるため、学外に向けたアンケート等の利用も

検討されている。授業以外でもモニターコンテ

ンツやセンター関係で、13の登録があり、アン

ケートや、連絡などにも利用している。

3.2 授業利用の実際

ここでは担当授業（山崎）におけるWebClass

の利用経験を報告する。主に、多人数講義（２

００３年度夏学期の Eコマース概論、受講者数

約３００名）と、コンピュータ教室におけるプ

ログラミング（２００３、４年度の計算機概論）

および計算機入門科目（２００４年度夏学期の

情報リテラシー）における有用性について報告

したい。

多人数講義科目においては、毎回の授業内

容をパワーポイントや HTML で用意し教室の

プロジェクターで提示するとともに、授業前に

WebClassを利用してその内容をWeb上にアッ

プした。学生はあらかじめあるいは授業後にそ

れを印刷して手に入れることができる。特に定

まった教科書の存在しないような科目や概論科

目においては、授業資料を印刷物の形で学生が

手に入れられるようにすることが重要である。

多人数講義では印刷物を用意するのも容易で

はないが、Web上にアップしておくことによっ

て、学生はあらかじめそれを印刷して授業に臨

み、授業中に理解したことを加筆するといった

ことが可能になる。そのためには、学生が自宅

からアクセスできることが重要である。また、

レポートを課し採点することも多人数講義では

容易ではなく一方的な講義に終わりがちである

が、レポートをWebClass上で提出させること

によって、採点・整理の負担が大幅に軽減され

た（図 5）。これはこのようなシステムがあって

初めて可能になったと言ってよい。なお、自宅

からもアクセスできるシステムであることは、

教材の修正等がいつでも可能、非常勤の先生

方にも利用していただきやすいなど、教官側に

とってもメリットが大きい。プログラミングの

図 5 成績一覧

授業においては、教材のアップおよび毎回の授

業課題の提出に利用した。特にプログラムファ

イルだけでなく実行形式のファイルも提出させ

ることによって、容易に結果を確認できる点で

WebClass の効果は大きい。学生の側も、授業

（実習）の成果物であるファイルを電子的に提

出するだけなので、その負担は少ない。なお、

これ以外に、きちんとした考察、解説つきのレ

ポートも１～２回提出させ、それを主な成績評

価に用いている。

図 6 情報リテラシー

コンピュータ入門科目である情報リテラシー



（図 6）においては、上記のような利用形態に加

えて、自動的に採点できる小テスト（確認テス

ト）を作成して利用している。

講義の主な内容は

• ファイル（データ）の種類と圧縮
• インターネットによる情報収集：図書館
を入り口として

• テキスト処理：正規表現による検索と
置換

• 表計算、マクロと VBA

• データベース：SQLによる問い合わせ

• プレゼンテーション：パワーポイントの
利用とWebページの作成

などである。学生は毎回の授業において確認

テストや小課題を提出することによって、授

業内容を確認するようになっている。学生の進

行状況は成績管理システム（図 5）で把握でき

るためそれに即した対応が可能となっている。

WebClass のような授業補助システムを利用す

るようになって、多くの学生を相手にしていて

も適切な課題をきめ細かく課すことができるよ

うになった。

最後にとったアンケート（２００４年７月　

８３人回答）では「Webclass(ウェブ学習システ

ム)は有効でしたか。」という設問に対しての解

答の比率は（表 2)のように７３％が有効として

いる。特にコンピュータ関連の科目における実

表 2 WebClassの有効性（％）

特に有効だった 12

有効だった 61

どちらともいえない 24

あまり有効でない 0

まったく有効でない 2

習の重要さはいうまでもないが、一橋大学のよ

うな文系大学では助手や TAによる授業補助が

あまり期待できない環境であり、WebClass の

ようなシステムがあって初めてこのような授業

が可能になったものである。

4 おわりに

いくつかの e-Learning ソフトウェアシステ

ムについて、有効性や、運用上の問題などにつ

いて報告した。それを踏まえて、２００３年３

月のシステム更新で、より使いやすく可能性を

持った e-Learning システムである WebClass

を採用、本格稼動した。学生はネットワーク接

続されたパソコンから、適当な webブラウザに

よってサーバにアクセス可能となり、時間と場

所にしばられず利用している事がわかった。

WebClass で利用可能なコンピュータリテラ

シー教材の開発を行い授業の中で利用した。こ

の教材の利用により、以前よりも学生は意欲を

持って、課題、レポートなどを TAの補助の下

で取り組み、教官は学生の進行状況を把握でき

るためそれに即した対応が可能となった。成績

管理システムも稼動しており有効に利用されて

いる。学生のスキルが多様化している中で、そ

れぞれの能力に合った学習が可能になるWBT

の学習システムは、これからの時代さらに要求

度が増していくと考えられている。

現在は授業の支援ツールとしての使い方をメ

インとしているが、並行して授業の録画も試み

ており、WebClass を入り口に授業の動画を配

信する、といったいくつかの試みを計画中であ

る。また全学にキャンパスポータルを適用する

可能性についても視野に入れている。
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